
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
株式会社奈良教弘 
奈良市二条大路南 

１－２－１１ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

★
教
育
現
場
で
や
っ
て
し
ま
っ
た
「
し
く
じ
り
・

失
敗
エ
ピ
ソ
ー
ド
」 

・
教
員
に
な
っ
て
初
め
て
の
授
業
参
観
の
日
に
寝

坊 

・
会
議
中
に
寝
て
し
ま
い
、
寝
言 

・
保
護
者
懇
談
会
を
ダ
ブ
ル
ブ
ッ
キ
ン
グ 

・
試
験
問
題
の
採
点
ミ
ス
で
生
徒
の
成
績
順
位
が

ず
れ
る 

・
家
庭
訪
問
期
間
中
に
一
軒
と
ば
す 

 
 
 
 

 
 
 

 

「
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
調
べ
」 

     

（
村
田
貴
） 

 （株） 奈良教弘   発行令和６年８月吉日 

    

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社
は
、
２０

歳
～
６９

歳
の
教
員
（
小
学
校

・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
）
２
０
０
０
名
を
対
象
に
、
「
教

員
の
意
識
に
関
す
る
調
査
２
０
２
４
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
で

実
施
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。 

★
教
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
理
由 

 

一
位
：
教
え
る
こ
と
が
好
き
だ
か
ら 

 

二
位
：
子
ど
も
が
好
き
だ
か
ら 

 

三
位
：
収
入
が
安
定
し
て
い
る
か
ら 

★
教
員
と
し
て
の
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
き 

 

一
位
：
児
童
・
生
徒
の
成
長
が
感
じ
ら
れ
た
と
き 

 

二
位
：
児
童
・
生
徒
の
笑
顔
を
見
た
と
き 

 

三
位
：
児
童
・
生
徒
と
感
動
を
分
か
ち
合
え
た
と
き 

★
児
童
・
生
徒
か
ら
言
わ
れ
て
最
も
う
れ
し
か
っ
た
言
葉 

 

一
位
：
あ
り
が
と
う 

 

二
位
：
先
生
が
担
任
・
担
当
で
よ
か
っ
た 

 

三
位
：
授
業
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た 

★
児
童
・
生
徒
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
こ
と 

 

一
位
：
優
し
さ
・
思
い
や
り 

 

二
位
：
社
会
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー 

 

三
位
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

★
児
童
・
生
徒
が
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育
む
た
め
に

必
要
だ
と
お
も
う
こ
と
。 

 

一
位
：
礼
儀
作
法
や
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る 

 

二
位
：
日
本
の
歴
史
を
学
ぶ 

 

三
位
：
日
本
の
伝
統
行
事
を
体
験
す
る
。 

★
児
童
・
生
徒
に
最
も
薦
め
た
い
テ
レ
ビ
番
組 

 

一
位
：
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
～
挑
戦
者
た
ち
～ 

 

二
位
：
世
界
の
果
て
ま
で
イ
ッ
テ
Ｑ
！ 

 

三
位
：
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
る
！ 

 

＊公益財団法人日本教育公務員弘済会の教育振興事業（奨学金事業・教育助成金事業・教育文化事業）及び福祉事

業は、教弘保険の契約者配当金により運営されており、日本教育界に貢献しています。 

     

夏
期
休
業
中
、
奈
良
教
弘
と
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命

は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
２６

校
園
で

年
金
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。
公
的
年
金
制
度
の

仕
組
み
や
年
金
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
今
後
の

生
活
設
計
（
資
産
形
成
等
）
に
つ
い
て
、
ジ
ブ
ラ

ル
タ
生
命
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
等

が
講
師
を
務
め
た
。
参
加
さ
れ
た
先
生
方
か
ら

は
、
「
老
後
の
生
活
に
公
的
年
金
だ
け
で
は
不
安

を
感
じ
る
。
今
後
の
生
活
設
計
を
見
直
し
た

い
。
」
、
「
年
金
な
ん
て
ま
だ
先
の
話
だ
と
思
っ

て
い
た
が
話
を
聞
け
て
よ
か
っ
た
。
」
等
の
感
想

やiDeCo

や
つ
み
た
て

NIS
A

に
関
す
る
質
問
等

も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。 

＊
年
金
セ
ミ
ナ
ー
実
施
校
園 

 

十
津
川
第
二
小
学
校
・
六
条
小
学
校
・
昭
和
幼

稚
園
・
上
牧
中
学
校
・
矢
田
南
小
学
校
・
み
ら

い
こ
ど
も
園
・
生
駒
小
学
校
・
帯
解
こ
ど
も
園

・
奈
良
市
事
務
研
・
二
名
小
学
校
・
昭
和
小
学

校
・
五
條
東
中
学
校
・
北
葛
城
郡
教
頭
会
事
務

学
校
・
山
辺
高
等
学
校
・
葛
小
中
学
校
・
御
所

中
学
校
・
御 

 

 

研
・
奈
良
南
高
等
学
校
・
當
麻
小
学
校
・
山
辺

高
等
学
校
・
葛
小
中
学
校
・
御
所
中
学
校
・
御

所
小
学
校
・
上
牧
第
二
中
学
校
・
吉
野
さ
く
ら

学
園
・
き
ぼ
う
こ
ど
も
園
・
川
上
源
流
学
園
・

大
淀
桜
ヶ
丘
小
学
校
・
初
瀬
小
学
校
・
緑
ヶ
丘

中
学
校 

          

二
学
期
以
降
の
開
催
依
頼
は
、
学
校
担
当
Ｌ
Ｃ 

ま
た
は
、
奈
良
教
弘
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
。 

（
村
田
貴
） 

先
生
な
る
ほ
ど
ラ
ン
キ
ン
グ 

～
全
国
２
０
０
０
人
の
先
生
に
聞
き
ま
し
た
～ 

広
が
る
年
金
セ
ミ
ナ
ー 

 
 
 
 
 

２６

校
園
で
実
施 

   

７
月
３１

日
（
水
）
奈
良
県
産
業
会
館
に
お
い
て

奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務
局
人
権
・
地
域
教
育
課

が
主
催
す
る
令
和
６
年
度
人
が
つ
な
が
る
「
地
域

と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
研
修
会
の
な
か
で
多

く
の
企
業
が
「
な
ら
の
教
育
応
援
隊
」
と
し
て
出

展
す
る
ブ
ー
ス
に
奈
良
教
弘
と
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命 

が
中
高
生
の
金
融 

教
育
出
前
講
座
を 

案
内
し
た
。
出
展 

ブ
ー
ス
の
テ
ー
マ 

は
「
健
康
・
命
・
環 

境
・
金
融
」
が
多
く 

最
近
の
教
育
課
題 

が
見
て
と
れ
る
一 

日
で
あ
っ
た
。 

 

（
村
田
貴
） 

「
な
ら
の
教
育
応
援
隊
」
ブ
ー
ス
展
示 

すべての集計

結果は、この

ＱＲコードか

らどうぞ！ 

参加者に説明する竹田支

社長と水守ディレクター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

こ
の
た
び
は
「
学
校
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
ご
応

募
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

お
か
げ
さ
ま
で
奈
良
県
が
、
全
国
で
唯
一
学
校
園
応

募
率
一
０
０
％
を
達
成
し
全
国
一
位
と
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
後
日
、
学
校
賞
の
発
表
を
教
弘
ニ
ュ
ー

ス
紙
面
に
て
行
い
ま
す
。 

今
後
と
も
教
育
振
興
事
業
を
始
め
と
し
た
諸
事
業

や
社
会
貢
献
活
動
を
通
じ
て
教
育
の
振
興
と
教
職
員

の
み
な
さ
ま
の
福
祉
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

   

前
述
の
「
な
ら
の
教
育
応
援
隊
」
の
ブ
ー
ス
展
示
で
一
般
財

団
法
人
・
Ｙ
Ｓ
心
の
再
生
医
療
研
究
所
と
い
う
団
体
が
行
っ
て

い
る
「
美
点
発
見
」
と
い
う
文
字
が
気
に
な
り
お
話
を
伺
っ
た
。

こ
れ
は
、
相
手
の
長
所
や
素
晴
ら
し
い
と
思
う
「
美
点
」
を
見

つ
け
出
し
、
そ
れ
を
専
用
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
き
出
す
と
い

う
シ
ン
プ
ル
な
方
法
で
で
き
る
も
の
だ
。
た
だ
し
、
美
点
発
見

は
相
手
を
褒
め
る
こ
と
と
は
、
根
本
的
に
異
な
る
も
の
で
あ

り
、
褒
め
る
と
い
う
行
為
は
基
本
的
に
目
上
の
人
か
ら
目
下
の

人
に
向
け
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
学
校
や
家
庭
で
は
、
先

生
や
親
が
子
ど
も
に
対
す
る
場
合
な
ど
に
多
く
使
わ
れ
る
傾

向
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
美
点
発
見
に
は
、
目
上
も
目
下
も
な
く
、
相
手
を

評
価
す
る
も
の
で
も
な
く
、
た
だ
、
素
直
に
相
手
の
素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
取
り
、
そ
れ
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
。 

 

美
点
を
発
見
す
る
と
は
、
自
分
の
心
の
目
を
養
う
こ
と
で
あ

り
、
褒
め
る
こ
と
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。 

【
期
待
で
き
る
教
育
的
効
果
】 

 

①
子
ど
も
た
ち
の
自
尊
心
が
向
上 

 
 

子
ど
も
た
ち
が
互
い
の
長
所
や
よ
い
特
性
を
認
識
し
、
共

有
す
る
こ
と
で
、
自
己
肯
定
か
案
が
高
ま
る
。
自
尊
心
が

向
上
す
る
と
、
子
ど
も
は
自
分
自
身
を
よ
り
価
値
の
あ
る

存
在
と
し
て
感
じ
、
学
校
生
活
に
対
す
る
肯
定
的
な
態
度

を
持
つ
よ
う
に
な
る
。 

 

②
ク
ラ
ス
内
や
家
庭
内
の
人
間
関
係
が
改
善 

 
 

美
点
発
見
を
通
じ
て
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
両
親
・
家
族
の

よ
い
面
を
認
識
し
、
尊
重
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
い
じ
め

の
原
因
と
な
る
誤
解
や
偏
見
が
減
少
し
、
よ
り
健
全
な
人

間
関
係
が
構
築
で
き
る
。 

 

③
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
学
習
環
境
の
形
成 

 
 

美
点
発
見
は
、
ク
ラ
ス
全
体
の
雰
囲
気
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

も
の
に
変
え
る
効
果
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
互
い
の
よ

い
点
を
認
め
合
う
こ
と
で
、
協
力
的
で
支
援
的
な
学
習
環

境
が
形
成
さ
れ
る
。 

 

現
在
、
多
く
の
企
業
の
研
修
や
学
校
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。 

（
村
田
貴
） 

「
美
点
発
見
」
人
間
関
係
メ
ソ
ッ
ド 

   
 

 

平
素
よ
り
奈
良
教
弘
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
勝
手
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
学
校
の
始
業
時
間

に
近
づ
け
る
た
め
営
業
時
間
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

 

変
更
前
【
午
前
九
時
～
午
後
五
時
十
五
分
】 

変
更
後
【
午
前
八
時
四
五
分
～
午
後
五
時
】 

 

み
な
さ
ま
に
は
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
卒

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

営
業
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ
！！ 

 
 学校応援キャンペーン！ 

 
＜応募状況＞ 

８月 31日現在 

 

① 応募校数：460校園 

 

② 応募者数：767人 

 

③ 応 募 率：100％ 

(全国第１位) 

 

 

奈
良
百
景 

當
麻
寺
西
塔
は
、
組
物
の
構
造
や
意
匠
、
所
用
瓦
の
年

代
観
か
ら
平
安
時
代
に
建
立
さ
れ
た
貴
重
な
塔
と
し
て

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
塔
と
と
も
に
古
代
寺
院

の
双
塔
式
伽
藍
の
景
観
を
形
成
し
、
仏
教
の
信
仰
対
象
と

し
て
古
い
仏
舎
利
信
仰
を
現
在
に
伝
え
る
も
の
と
し
て

西
塔
は
貴
重
な
歴
史
文
化
資
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
(

大
山
浩
史)

 

 
 

 
 

 
 

名 

前
：
湯
地 

美
穂 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
ユ
チ 

ミ
ホ
） 

 
 
 
 

 
 
 

経 

歴
：
一
般
企
業
を
経
て
現
職 

 
 

 
 

 
 

 
 

担
当
校
：
大
宇
陀
小
学
校 

菟
田
野
中
学
校 

<

担
当
校
の
み
な
さ
ま
へ>

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
奈
良
県
生
ま 

れ
、
奈
良
県
育
ち
、
大
自
然
の
環
境
で 

子
育
て
も
無
事
終
え
、
こ
の
度
ご
縁
が 

あ
り
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
に
転
職
い
た
し 

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
生
方
の
お
力
に 

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま 

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新
人
紹
介 

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命 

天
理
営
業
所 

学
校
担
当
Ｌ
Ｃ 

速
報
！！ 

ア
レ
ン
パ
達
成 

みなさまのご協力に心 
 
から感謝いたします！ 


